
広野町ホームページで情報をいち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの話題」、「イベント」などの
情報をいち早くお伝えしています。ぜひご確認ください。 「広野町」

を検索

ひろのどこでもe-Booksをご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」や「広野町ガイド
ブック」、「議会だより」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることができます。 「ひろのどこでも

e-Books」を検索
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まちの話題まちの話題まちの話題
町人権擁護委員が人権啓発活動を実施
権が尊重される社会へ

双葉地方町村会要望活動を実施
葉地方の復興・再生に向けて

広野町消防団がつなぎ放水訓練を実施
切な人・町を守るために

特別功労者表彰の受賞を報告
年の功績と帰還促進への取り組み

ぷらっとあっとで発表会を開催
平地区の魅力を発信

広野中学校「ふるさと創造学」映像教育発表会
るさと広野の魅力を創る

　12月８日（火）、ひろのてらすにおいて、広野町
人権擁護委員が人権啓発活動を実施しました。世界
人権宣言の趣旨および重要性を広く知ってもらうた
め、チラシやエコバッグを配布するなどの啓発活動
を行いました。12月９日（水）、町民一人ひとりが
幸せに暮らせるまちづくりを実現するため、“広野
町人にやさしいまちづくり条例”を制定しました。

　12月21日（月）・25日（金）の二日間、環境省、
復興庁、経済産業省などに対し、双葉地方町村会で
要望活動を行いました。感染症対策のためにウェブ
会議形式で実施し、地域医療提供体制の再構築と医
療、介護、福祉人材の確保や教育環境の整備・充実
などの最重要事項18項目と重要事項９項目につい
て、双葉地方の復興が成し遂げられるまで、国の責
務として対応していただけるように強く訴えました。

　11月29日（日）、広野町消防団は下浅見川本町
地区でつなぎ放水訓練を実施しました。自然水利の
中継送水訓練を実施し、迅速な行動・動作と基本に
忠実な操作により機械器具への精通を深め、有事即
応体制の確立を図るとともに、住民の火災予防意識
の高揚を図ることを目的として実施しました。団員
は、秋田団長の指揮のもと機敏な動作で訓練してい
ました。

　11月17日（火）、富岡地区防犯指導隊広野分隊
副隊長の根本一夫さんが、令和２年全国地域安全運
動県表彰に係る特別功労者表彰を受賞したことを報
告しました。長年の防犯指導隊としての功績ならび
に震災以降、広野町鳥獣被害対策実施隊の隊長とし
て有害鳥獣の捕獲にいち早く取り組み、避難住民の
帰還促進に寄与したことなどが評価されたもので
す。特別功労者表彰は平成30年に創設され、広野
町で初めての受賞となります。

　11月28日（土）、町内の多世代交流スペース「ぷ
らっとあっと」において、明治大学理工学部建築学
科の学生らによる山間集落の地域性を発信する建築
プロジェクト発表会をオンラインで開催しました。
箒平地区で受け継がれている地域性や将来への課題
を探求し、地域の魅力を育て体験できるような建築
的プログラムを提案し、その成果を模型やポスター
にまとめ、地区の可能性について話し合いました。

　12月９日（水）、二ツ沼総合公園内の広野町振興
公社で映像教育発表会を行いました。広野中学校の
３年生は「ふるさとの魅力を創る」というテーマを
もって、SDGｓの視点から広野町のバナナ栽培に
ついて探究してきました。当日は、探究の過程をま
とめた映像を上映し、その後中学生が考案した「バ
ナナドッグ」（広野産バナナ「綺麗」を使用）も提
供されました。中学生の発表をもとに、改めて「広
野町の魅力」を見つめ直す機会となりました。

↑ひろのてらす入口での啓発活動

↑復興庁の平沢大臣に対応を強く要望

↑標的に向け放水する団員↑受賞を報告する根本さん（左）

↑オンラインで意見交換を行う参加者↑生徒が作成した映像を視聴する参加者

人
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箒ふ見える化セミナーinひろのを開催
う、創る、叶える、ふくしまで。

　12月３日（木）、見える化セミナー inひろのが広
野町公民館で開催されました。本セミナーでは、地
域の皆さまに「福島イノベーション・コースト構想」
の取り組みを身近に感じていただくため、福島県立
ふたば未来学園中学校・高等学校の柳沼英樹校長に
よる開校から６年目を迎えての基調講演や、交流
人口の拡大に向け活動する“任意団体ちゃのまプロ
ジェクト”の大場美奈氏などによるトークセッショ
ンが行われました。

↑基調講演をする柳沼校長

集

ふるさと福島広野会会長から車両を寄贈
るさと広野の発展のために

　11月19日（木）、ふるさと福島広野会の坂本潤
之輔会長から、道路管理などに運用する車両を１台
寄贈いただきました。車両は、首都圏で自動車整備
業を営む坂本さんが、他自治体で払い下げとなった
車両を、広野町で運用できるように整備していただ
いたものです。建設課において、町内の町道、河川、
農道、林道などの維持管理業務や災害発生などの緊
急時に活用いたします。

↑寄贈車両と坂本会長（左）
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